
 

 

「PISA調査2006」による「科学的リテラシー」の定義は、次のとおりである。文部科学省もこの定義を基に各

教育施策を展開しているため、本研究では、この定義を採用した。 

 

 

 

 

 

                   

 

研究主題    科学的リテラシーの向上に関する研究 
 ―日常生活や実社会での課題や疑問の解決に活用できる力を高めるための指導の工夫

Ⅰ 研究の背景とねらい 

【児童･生徒の状況】 

・ 身に付いた知識を日常生活に活用する力を育成す

る必要がある。 

・ 自然環境の保全に関する関心は高いが行動に結び

つかない。 

・ 理数離れ、科学への興味・関心が低い。

【関連施策等】 
・「我が国の高等教育の将来像(答申)」  

（平成１７年１月中央教育審議会） 

・「科学技術に関する基本政策について」答申
（平成１７年総合科学技術会議） 

・「理数大好きモデル地域事業」  
     （平成１８年科学技術振興機構） 

・小・中学校学習指導要領の改訂 
      （平成２０年 3 月 文部科学省） 

・「東京都教育ビジョン（第２次）」  
     （平成２０年 5 月東京都教育委員会） 

・「教育振興基本計画」 
     （平成２０年７月 文部科学省） 

【社会的な課題】 

・ 知識基盤社会に適応できる資質や能力が求められ

ている。 

・ 地球温暖化をはじめ、様々な環境問題への配慮や対

応が、人類共通の課題になっている。 

【関連調査】 

○「生徒の学習到達度調査(PISA 調査 2006)」 

○「PISA 調査のアンケート項目による中 3 調査集計 

結果」  （平成 20 年 6 月 国立教育政策研究所） 

OECD 平均値と比べると良好とは言えない。 

この調査で明らかになった課題は次のとおりである。 

・科学に関する自信、自己効力感を高める。 

・理科や科学を学ぶ価値や意義を実感させる。 

・科学に関連する職業意識を養う。 

・対話をしながらの思考や、応用に関する学習を重視する。 

＜生徒の科学に関する意識等の調査結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「国際数学・理科教育動向調査の 2007

年調査（TIMSS2007）」 

（平成 20 年 12 月国際教育到達度評価学会） 

・調査対象：小学 4 年生、中学２年生 

・小学 4 年生、中学 2 年生ともに「理科の

勉強に対する自信」は、国際平均値よりそ

れぞれ 8 ﾎﾟｲﾝﾄ、２８ﾎﾟｲﾝﾄ下回っている。 

・中学 2 年生の「理科を学習する重要性の

意識」は、以下の表のとおり、国際平均値

を大きく下回っている。 

<TIMSS2007 及び 2003 より「理科を学習するこ

とは役に立つと思っている生徒の割合」> 

 2007 年 2003 年

日本 ４５．３％ ４１．３％

国際平均 ７６％ ７３．３％

 

○「科学技術に関する意識調査 

2001 年 2～3 月調査」 

（平成 14 年 1 月文部科学省科学技術政策研究所） 

・成人の科学技術への関心度や注目度は、各

国と比較して低い結果を示している。 
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２ 科学的リテラシーとは 

 

観察実験等の体験を重視 

 
対話型の授業を重視 

 
理科を学習することへの自信 

 
科学の身近さ･有用さの理解 

 
科学に関連する職業に関する 

情報 

１ 現状と課題 

・疑問を認識し、新しい知識を獲得し、科学的な事象を説明し、科学が関連する諸問題について証拠に基
づいた結論を導き出すための科学的知識とその活用に関すること。 

・科学の特徴的な諸側面を人間の知識と探求の一形態として理解すること。 
・科学とテクノロジーが我々の物質的、知的、文化的環境をいかに形作っているかを認識すること。 
・思慮深い一市民として、科学的な考えを持ち、科学が関連する諸問題に、自ら進んで関わること。 

（「2006 年調査国際結果報告書」国立教育政策研究所 より） 


